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旧
市
街
地
の
空
洞
化

田
原
市
の
中
心
市
街
地
は
、
城
下
町
と
し
て

現
在
の
基
礎
が
造
ら
れ
発
展
し
た
。
そ
の
後
、豊

川
用
水
通
水
に
よ
る
農
業
の
発
展
と
、
臨
海
部

の
造
成
や
企
業
誘
致
・
操
業
の
結
果
、
人
口
は

増
加
し
、
郊
外
の
大
規
模
団
地
開
発
や
区
画
整

理
が
行
わ
れ
、
市
街
地
が
拡
大
し
た
。

反
面
、
元
か
ら
の
市
街
地
は
、
城
下
町
の
特

性
か
ら
車
社
会
に
な
じ
ま
な
い
な
ど
対
応
が
遅

れ
域
内
人
口
は
減
少
に
転
じ
た
。

す
べ
て
は
田
原
駅
前
通
り
線
か
ら

始
ま
っ
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
田
原
市
の

計
画
は
、「
三
河
田

原
駅
を
中
心
と
し
た

市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
を
高
め
る
た
め
、

昭
和
40
年
に
田
原

駅
前
通
り
線
が
都

市
計
画
決
定
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
」（
田
原
市
街
づ
く

り
推
進
課
主
査
渡

會
英
樹
さ
ん
）

ま
た
、「
田
原
駅
前
通
り
線
は
、臨
海
部
工
業

地
帯
か
ら
中
心
市
街
地
お
よ
び
三
河
田
原
駅
を

経
て
渥
美
半
島
の
背
骨
で
あ
る
国
道
２
５
９
号

を
結
ぶ
田
原
中
心
市
街
地
の
発
展
に
必
要
不
可

欠
な
道
で
す
」（
田
原
市
街
づ
く
り
推
進
課
長
柴

田
高
宏
さ
ん
）

田
原
駅
前
通
り
線
は
全
長
４・０
７
㎞
で
、
う

ち
中
心
市
街
地
部
分
は
約
５
７
０ｍ
。
そ
の
整
備

を
進
め
る
強
力
な
エ
ン
ジ
ン
は
、
北
か
ら「
旭
町

は
な
と
き
通
り
」（
街
路
事
業
）、「
セ
ン
ト
フ
ァ
ー

レ
」（
田
原
中
央
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
）、「
三
河
田
原
駅
周
辺
」（
街
路
事
業
）の
三
つ
だ
。

霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
第
三
号
館
北
か
ら
半
蔵
門
交
差

点
に
向
か
って
、皇
居
内
堀
沿
い
に
続
く
緩
や
か
な
坂
道
、三

宅
坂
。
そ
の
途
中
に
あ
る
国
道
２
４
６
号
の
起
点
は
三
宅
坂

交
差
点
。三
宅
坂
交
差
点
地
下
の
首
都
高
速
道
路
に
は
三
宅

坂
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョン
が
あ
る
。
坂
の
名
前
は
、現
在
の
国
立
劇

場
、
最
高
裁
判
所
付
近
に
江
戸
時
代
、
三
宅
家
の
上
屋
敷
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。三
宅
家
は
一
万
二
千
石
の
譜
代
大

名
、
三
河
国
田
原
藩
、
現
在
の
愛
知
県
田
原
市
で
あ
る
。

愛知県田原市

第29回

駅前の工場跡地の活用について熟
考する太田部長（左）と柴田課長

三宅坂

渡會さん
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田原市役所

田原文化会館

セントファーレ

はなとき通り

三河田原駅

汐川

蔵王山口

蔵王山

田原駅前広場

中央広場

至蔵王山

至豊橋

田原市中央図書館

田原市
総合体育館

汐川

清谷川

田原文化会館

田原市役所

三河田原駅
豊橋

鉄道
渥美

線

田原中央線

田
原
駅
前
通
り
線

セントファーレ

はなとき通り

今
後
は
利
用
価
値

の
高
い
多
目
的
広
場

の
使
い
方
が
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
は
間
違
い
な
い
。

身
の
丈
再
開
発
と
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ

田
原
旭
町
通
り
商
店
街
に
南
接
す
る
田
原
中

央
地
区
は
、
広
さ
１・６
ha
。
街
路
・
広
場
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
と
老
朽
化
し
た
市
街
地
を
更

新
し
、
商
業
・
業
務
な
ど
の
機
能
集
積
を
図
り
、

賑に
ぎ

わ
い
の
拠
点
と
し
て
再
生
す
る
。
さ
ら
に
、
景

気
に
左
右
さ
れ
な
い
市
民
参
加
型
の
計
画
を
実

施
、住
民
が
必
要
と
す
る
テ
ナ
ン
ト
を
集
め
た
商

業
施
設「
セ
ン
ト
フ
ァ
ー

レ
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

そ
の
運
営
・
管
理
は
田

原
市・商
工
会・地
元
企

業
・
商
店
主
お
よ
び
個

人
が
出
資
す
る「（
株
）あ

つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
」が

行
い
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
で
き
る
施
設
の
実

現
を
図
って
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
完
結

田
原
駅
前
周
辺
の
各
事
業

中
心
市
街
地
の
沿
道
は
、
街
路
樹
や
街
路
灯

関由典さん

お
し
ゃ
れ
な
旭
町
は
な
と
き
通
り

「
旧
旭
町
商
店
街
の
地
権
者
は
30
人
以
上
。行

政
だ
の
み
の
調
整
で
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
、
商

店
街
の
持
ち
出
し
で
打
合
せ
を
何
回
も
行
っ
た
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
だ
か
ら
」（
田
原
旭
町
通
り
商

店
街
協
同
組
合
前
理
事
長
髙
久
昭
夫
さ
ん
）

街
路
事
業
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
各
店
舗
の

前
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
電
気
・
水
・
放
送
の
基

盤
を
備
え
た
多
目
的
広
場
を
整
備
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
商
店
街
と
し
て
特
徴
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

素
早
く
行
え
る
。「
商
店
街
が
主
催
し
て
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
夜
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
」（
田
原
旭
町
通
り
商
店
街
協
同
組
合
理
事

長
関
充
利
さ
ん
）。「
完
成
か
ら
20
年
、街
路
樹
も

大
き
く
育
ち
自
慢
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
。
こ
こ

を
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
に
負
け
な
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
で
飾
り
た
い
」（
髙
久
さ
ん
）

課
題
も
あ
る
。「
出

来
上
が
っ
て
み
る
と
道

路
幅
が
広
く
、
通
過
交

通
量
も
増
え
た
。
良
い

こ
と
も
多
い
が
、
通
り

を
行
き
来
で
き
る
と
い

う
い
わ
ゆ
る
商
店
街
で

は
な
く
なって
し
まった
」

（（
株
）菓
子
蔵
関
代
表

取
締
役
関
由
典
さ
ん
）

関充利さん（左）
と髙久さん

夜のイルミネーションも美しいはなとき通り

市民参加で実現した商業施設「セントファーレ」

蔵王山
市の北部に位置する蔵王山の頂上から三河
湾への眺望はすばらしく、メガソーラーの施
設などを一望することができる。8合目にあ
る愛染明王と中心市街地を核とした「幸せの
四つ葉プロジェクト」を民間が中心となり推
進中。頂上には「地球資源を活かした環境
負荷の少ないまちづくり」に取り組む田原市
のシンボルともいえる風力発電施設が設置
されている。ふもとにある田原城跡の桜門は
「かなりこだわって復元しました」（田原市都
市建設部長太田次男さん）。田原城跡周辺
は、今なお城下町の風情を残している。
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の
デ
ザ
イ
ン
を
ゾ
ー
ン
ご
と

に
統
一
、
電
線
を
地
中
化
し
、

景
観
に
配
慮
し
た
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
の
役
割
を
担に

な
っ
て
い

る
。
計
画
の
段
階
か
ら
、
ま
ち
が
分
断
さ
れ
な

い
よ
う
に
、「
駅
の
裏
表
を
作
ら
な
い
よ
う
に
腐

心
し
た
。
年
寄
り
に
も
優
し
い
駅
に
し
た
かっ
た
」

（
駅
前
を
考
え
る
会
彦
坂
敏
行
さ
ん
）。「
昔
の

駅
は
子
ど
も
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
新
し
い
駅
前
も

楽
し
い
も
の
に
な
って
ほ
し
い
」。
今
後
の
課
題
は
、

駅
前
に
残
る
工
場
跡
地
の
利
用
方
法
が
田
原
を

盛
り
上
げ
る
重
要
な
ピ
ー
ス
と
な
る
。

地
産
地
消
、
健
康
、さ
ら
に
付
加
価
値

ダ
ブ
ル
パ
ワ
ー
の

「
幸
せ
の
四
つ
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
を
運
営
し
て
感
じ
る
の
は
、

地
産
の
安
全
な
食
、
健
康
に
役
立
つ
も
の
に
つ
い

て
は
市
民
、消
費
者
の
興
味
は
高
い
と
い
う
こ
と
」

（（
株
）あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
代
表
取
締
役
安

田
幸
雄
さ
ん
）。「
入
れ
物
と
し
て
の
ま
ち
な
み
と

施
設
は
で
き
た
。
今
後
は
、そ
れ
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
、新
し
い
物
も
古
い
物
も
活
用
す
る
」こ

と
を
進
め
て
い
く
。

中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た（
株
）あ
つ
ま

る
タ
ウ
ン
田
原
で
は
、

新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
と
障
が
い

の
あ
る
方
の
就
労
支
援
、
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に「
幸
せ

の
四
つ
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
企
画
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
田
原
授

産
所
で
は
、
地
産
の
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
を
田
原
の
シ
ン
ボ
ル
蔵
王
山
に
鎮ち

ん
ざ座

す
る

愛あ
い
ぜ
ん染

明み
ょ
う
お
う

王
に
ご
祈き
と
う祷

し
、
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
販

売
す
る
。「
現
在
、
地
元
の
高
校
を
含
め
20
店
舗

な
ど
が
参
加
し
約
40
種
類
の
グ
ッ
ズ
が
製
品
化
、

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
せ
の
四
つ
葉
ま
ち
歩
き

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
さ
れ
る
予
定
で
す
」（
田

原
市
街
づ
く
り
推
進
課
主
査
折
戸
裕
美
さ
ん
）

「
幸
せ
の
四
つ
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
も
参
加
す

る
関
由
典
さ
ん
は
、「
広
く
快
適
な

数
百
メ
ー
ト
ル
の
通
り
を
車
は
数

十
秒
で
通
り
過
ぎ
て
い
く
。交
通
量

が
増
え
、
駐
車
場
も
で
き
た
が
止

ま
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
っ
た
。
専
門
店
と
し
て
魅
力
的
な

商
品
を
開
発
す
る
企
画
力
と
、そ
れ

を
伝
え
る
発
信
力
が
必
要
に
な
っ

た
」と
言
う
。

駅
前
か
ら
北
へ
約
５
７
０
ｍ
の

田
原
の
中
心
の
通
り
は
、「
は
な
と
き
」「
セ
ン
ト

フ
ァ
ー
レ
」「
駅
前
」と
連
携
し
、
域
外
か
ら
の
お

客
さ
ま
を
受
け
入
れ
、訪
れ
や
す
い
田
原
を
目
指

し
、「
新
し
い
田
原
の
お
も
て
な
し
」を
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

渥美線カラフルトレイン。咲き香る渥美半島の花々がデザイン
された10色の電車

中心市街地活性化の核となる三河田原駅。安藤忠雄建築研究所の設計

活性化策をいろいろサ
ポートする折戸さん

障がいのある方が、四つ葉や五つ葉
が出やすい株を使って、クローバー栽
培も行っている

本物の四つ葉のクローバーが入った
蔵王山愛染明王の「幸せ守り」

見て・食べて・遊んで楽しむ

渥美半島菜の花まつり

愛知県渥美半島では1月上旬か
ら約1200万本の菜の花が
咲き乱れ一足早く春の
息吹を運ぶ。メイン
会場の伊良湖菜の花
ガーデンほか見どころ
満載。

http://www.taharakankou.gr.jp/

2015年1月10日（土）～3月31日（火）

渥美半島☆観光大使キャベゾウ

遊びに
 来てキャベ！

安田さん

彦坂さん
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伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、

「
伊
良
湖
水
道
」の
安
全
を
確
保
し
ま
す

伊
勢
湾
の
玄
関
口
に
あ
た
る
伊い
ら
ご

良
湖
水す
い
ど
う道

は
、

渥
美
半
島
先
端
に
あ
る
伊
良
湖
岬（
愛
知
県
田

原
市
）と
神
島（
三
重
県
鳥
羽
市
）の
間
に
あ
る
狭

水
道
で
、
大
型
船
舶
は
、こ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
、

太
平
洋
か
ら
伊
勢
湾・三
河
湾
に
出
入
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
狭
水
道
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
航
路
を
設
け
通
航
方
法
等
の
特
別

な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
海
域

を
船
舶
が
安
全
に
航
行
で
き
る
よ
う
に
、き
め
細

か
な
情
報
提
供
と
航
行
管
制
の
業
務
を
一
元
的

に
行
う
た
め
、
伊
良
湖
水
道
を
見
下
ろ
す
高
台

に
設
置
さ
れ
、
平
成
15
年
７
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

東
海
３
県
は
、伝

統
的
な
も
の
づ
く
り

の
地
域
で
、現
在
、自

動
車
産
業
を
中
心

と
し
て
、工
作
機
械・

航
空
宇
宙
産
業
・
精
密
機
械
産
業
な
ど
が
盛
ん

で
す
。
こ
れ
ら
産
業
の
製
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、海

上
物
流
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
、当
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
の
輸
送
経
路
と
な
る
伊
勢
湾・三
河
湾
お

よ
び
遠

え
ん
し
ゅ
う州
灘な
だ
・
熊く
ま
の野
灘な
だ
に
至
る
海
域
で
船
舶
の

安
全
確
保
に
日
夜
努
め
て
い
ま
す
。

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
伊
良
湖
岬
の
高
台
に
あ
る
当
セ

ン
タ
ー
の
屋
上
は
、
一
般
の
方
に
開
放
し
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
の
展
望
は
、
太
平
洋
、
伊
勢
湾
・

三
河
湾
を
見
渡
せ
、
渡
り
鳥
の「
サ
シ
バ
」の
飛

来
時
期（
９
月
、
10
月
）に
は
、
多
く
の
バ
ー
ド

ウ
ォッ
チ
ャ
ー
も
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
春
・
秋
に

は
、
運
用
室
な
ど
施
設
内
部
の
見
学
も
で
き
る

一
般
公
開
を
行
って
い
ま
す
。
伊
良
湖
に
お
越
し

の
際
は
、「
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
」に
お

立
ち
寄
り
に
な
り
、屋
上
か
ら
の
絶
景
を
ご
覧
に

な
って
く
だ
さ
い
。（
伊
良
湖
港
・
道
の
駅「
伊
良

湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
」ま
た
は
恋
路
ヶ
浜
の
駐

車
場
か
ら
徒
歩
約
15
分
）

伊
良
湖
周
辺
の
海
の
安
全
情
報
や

施
設
公
開
の
予
定
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

MLIT レポート愛知県
伊勢湾海上交通センターのご紹介

全国各地で働く
国土交通省職員が

地元を紹介！

Reporter
第四管区海上保安本部

伊勢湾海上交通センター整備課長

多地 和弘

伊良湖水道航路を通航する船舶 伊良湖岬灯台

サシバ
（鷹の仲間）

センター管制信号版

伊勢湾海上交通センター　http://www6.kaiho.mlit.go.jp/isewan/検索

航行管制する運用室

恋路ヶ浜（永遠の鐘）

四日市港 名古屋港

衣浦港

津・松阪港

三河港
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湾

熊野灘

遠州灘伊良湖水道航路

ぜひ一度センターにお越しください

伊良湖岬灯台

伊勢湾海上交通センター

伊勢湾・三河湾への航行経路

伊良湖水道

恋路ヶ浜
サシバ


